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2017年度哲学教室関係記事
授 業 題 目
（＊は非常勤講師）
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　教養・外国語授業題目
哲　学　A　　　　　 石川　　求　　　西洋古典学 A　　　　　　小池　　登
哲　学　B　　　　　 木田　直人　　　西洋古典学 B　　　　　　大芝　芳弘
倫 理 学 A　　　　　 木田　直人　　　ギリシャ語 I 　　　　　 ＊ 金澤　　修
倫 理 学 B　　　　　 栗原　裕次　　　ギリシャ語 II　　　　　　小池　　登
論 理 学 A・B　　　　 　松阪　陽一　　　ラ テ ン 語 I 　　　　　 ＊ 河島　思朗
科 学 哲 学　　　　　  　岡本　賢吾　　　ラ テ ン 語 II　　　　　　大芝　芳弘
環境と生命の倫理　　　 ＊ 金澤　　修　　　基礎ゼミナール　　　　　木田　直人
心 の 哲 学　　　　　  　栗原　裕次　　　
　学部授業題目
　（講義）
古代中世哲学史 I・II　  　栗原　裕次　　　美　　　学　　　　　　 ＊ 伊藤　直樹
近世哲学史 I 　　　　　木田　直人　　　西洋古典学概説 I 　　　　小池　　登
近世哲学史 II　　　　　石川　　求　　　西洋古典学概説 II　　　　大芝　芳弘
日本倫理思想史　　　　 ＊ 鈴木　朋子
　（講義）
哲学基礎演習 I・II　　　R. J. Fogelin, Wittgenstein 松阪　陽一
哲学基礎演習 I・II　　　フランス語基本文献講読 木田　直人
　学部・大学院共通授業題目
　（特殊講義）
論理学中級  ＊ 細川雄一郎
古代キリスト教の歴史的・思想的系譜  ＊ 上村　直樹
近代国家論の再検討  ＊ 伊藤　貴雄
ルソーの人間論とデリダのルソー批判  ＊ 高橋　若木
近代哲学における啓蒙について  ＊ 高橋　若木
カントの哲学  ＊ 近堂　　秀
ニーチェの哲学  ＊ 近堂　　秀
ハイデガー存在思想  ＊ 上田圭委子
サルトルの哲学とその現代的意義  ＊ 永野　　潤
20世紀フランス哲学における知覚と芸術  ＊ 佐藤　香織
情報と様相の論理と哲学入門 岡本　賢吾
言語哲学入門 松阪　陽一
自然言語の統語論と意味論  ＊ 峯島　宏次
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　（哲学・倫理学演習）
Platon, Sophistes 栗原　裕次
Aristoteles, Metaphysica Z 栗原　裕次
Malebranche, Traité de morale 木田　直人
Condillac, Traité des sensations 木田　直人
Kant, De mundi sensibilis atque intelligibilis forma et principes　 石川　　求
Hegel, Enzyklopädie der Wissenschaft 石川　　求
Schaupenhauer, Die beiden Grundprobleme der Ethik 石川　　求
Wittgenstein, Philosophische Untersuchungen 岡本　賢吾
S. Cavell, The Claim of Reason 松阪　陽一
P. Sullivan, “Frege’s Logic”  ＊ 渡辺　大地
研究発表と討論 岡本　賢吾
　（西洋古典学演習）
Aristoteles, Ars Poetica〈ギリシャ語散文〉 大芝　芳弘
Vergilius, Aeneis〈ラテン語韻文〉 大芝　芳弘
Euripides, Supplices〈ギリシア語韻文〉 小池　　登
Tacitus, Agricola〈ラテン語散文〉 小池　　登
　大学院授業題目
古代哲学研究　修士課程・博士課程在学者への論文作成指導 栗原　裕次
近世哲学研究　修士課程・博士課程在学者への論文作成指導 石川　　求
近世哲学研究　修士課程・博士課程在学者への論文作成指導 木田　直人
現代哲学研究　修士課程・博士課程在学者への論文作成指導 岡本／松阪
西洋古典学研究法　修士課程・博士課程在学者への論文作成指導 大芝／小池
修士論文指導　修士課程在学者への論文作成指導 全　教　員
博士論文指導　博士課程在学者への論文作成指導 全　教　員
論文題目（2016年度）
　卒業論文
概念のあり方について 岸田　竜吾
『ニコマコス倫理学』において子どもは幸福と言えるか 早瀬　　萌
自由論―幸福な市民になるため― 李　　晨薇
　修士論文
エピクロスにおける死の恐怖の除去と他の精神的苦痛の除去 寺田　吾朗
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2017年度学会記事
第41回研究発表大会および第60回総会
2017年 7 月 8 日
　第41回研究発表大会
　今回は下記の研究発表が行われました（12時30分～ 17時20分）
状況づけられた知的行為主体の考察 森　　悠貴
トゥキュディデス『戦史』2巻40章1 ～ 2節の意味 西村　圭樹
メルロ＝ポンティにおける歴史と自由 横田　　仁
叡知的延長という奇矯―マルブランシュの認識論の位置づけ― 木田　直人
「人間の尊厳」と「個人の尊重」 堂囿　俊彦
都立大哲学会と倫理問題―発会60周年を祝して― 実川　敏夫
　第60回総会
　例年通り，前年度の事業報告が行われ，今年度の事業計画が議せられました．
　甲斐博見氏に代わり，実川敏夫氏が委員長に，永井龍男氏，関口浩喜氏に代わり，
江川隆男氏，堂囿俊彦氏が運営委員に着任することが報告され，承認されました（そ
れ以外の委員は留任）．
　研究発表大会・総会の後，懇親会が催されました．卒業生など約40名の方々が
参加されて盛況のうちに閉会しました．
訃　報
　本学会会員であり，東京都立大学名誉教授であられた戸塚七郎先生が，2017年
11月14日，お亡くなりになりました（享年92）．謹んでご冥福をお祈りいたします．
会員出版物の紹介
　以下に記載させていただいたのは，本誌編集委員が把握することのできた限りの
ものです（会員である著者・訳者名50音順）．
岡田紀子著
　　　『まど・みちお詩論　ハイデガー哲学の視座から』晃洋書房，2018年
神崎　繁著
　　　『内乱の政治哲学　忘却と制圧』講談社，2017年
松永澄夫監修，木田直人ほか編著
　　　『哲学すること　松永澄夫への異議と答弁』中央公論新社，2017年
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出村和彦著
　　　『アウグスティヌス　「心」の哲学者』岩波新書，2017年
平井靖史ほか編著
　　　 『ベルクソン『物質と記憶』を診断する　時間経験の哲学・意識の科学・美学・
倫理学への展開』書肆心水，2017年
S. Kurahashi et al. (eds.), Youichi Matsusaka et al. (authors)
　　　 New Frontiers in Artiﬁcial Intelligence, JSAI-isAI 2016 Workshops, Revised 
Selected Papers. Lecture Notes in Artiﬁcial Intelligence , volume 10247, 
Springer, 2017 
　会員の皆様の研究業績に関する情報を集めております．とくに，研究書を出版さ
れた方はご一報下さい．
　
本号掲載論文について
　小池登氏，木田直人氏の論文は，編集委員会の依頼によるものです．堂囿俊彦氏，
西村圭樹氏の論文は，公募論文から厳正な審査を経て選ばれたものです．
『哲学誌』第61号掲載論文投稿規定
　下記の通り『哲学誌』第61号の原稿を募集いたします．ふるってご応募下さい．
１．テーマ
　　限定しません（ただし，オリジナル論文に限ります）．
２．長さ
　　［和文の場合］ 24,000字（400字詰原稿用紙に換算して60枚）以内（注・文献
表を含む）
　　［欧文の場合］12,000語以内
3．体裁
　　・正・副計３部提出して下さい．
　　・欧文タイトルを添えて下さい．
　　・採用が決定した場合，あらためて電子テキストを提出していただきます．
4．提出場所
　　192-0397八王子市南大沢1-1
　　首都大学東京哲学事務室内
　　東京都立大学哲学会事務局
　　（TEL 042-677-2068 / FAX 042-677-2073）
5．提出期限
　　2018年10月1日（月）午後5時必着（厳守）
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第6回東京都立大学哲学会研究助成公募
　第6回東京都立大学哲学会研究助成の希望者を募集いたします． 
　募集期間は，2018年7月20日から8月20日までです .
　この研究助成制度の趣旨や応募資格などにつきましては，本学会 HP（http: //www. 
comp.tmu.ac.jp/philosophy/tetsugakukai/tetsugakukai.html）をご覧下さい．
　希望者は，本学会 HP より申請書をダウンロードし，必要事項を記入の上，学会
事務局まで郵便ないし電子メール（ph-so@tmu.ac.jp）でお送り下さい（郵送の場合，
当日消印有効とします）．
編 集 後 記
　本号で『哲学誌』は遂に第60号を数えることになりました．これも先達である
数多くの先生方・先輩方の努力の積み重ねのたまものです．心より感謝申し上げま
す．また，私どもはこれを次の世代にも受け継いでいかなければなりません．今後
も，ご指導・ご協力をたまわりますようお願い申し上げます．
　今回も数人の先生方に投稿論文の査読をお願いしました．ご多忙にもかかわらず，
本誌の質のさらなる向上のために，多大なるご尽力をいただきました．この場をお
借りして，心より御礼申し上げます．
東京都立大学哲学会規約
　
第１条　 本会は東京都立大学哲学会と称し，東京都立大学人文学部哲学科および
首都大学東京都市教養学部哲学教室の関係者，ならびに，本会が特に承
認する者の任意加入を以て構成される
第２条　本会は広義の哲学思想の研究とその普及を計ることを目的とする
第３条　本会は前条の目的を達成するために以下の事業を行う
　　１　毎年数回研究発表会を開く．うち１回は大会とする
　　２　毎年１回会誌を発行する
　　３　他の哲学会との交流を行う
　　４　哲学に関する著述・翻訳を組織的に行いその出版を計る
第４条　本会は会員組織とし，会員は一般会員，名誉会員からなる
第５条　第３条の事業を行うための機関として総会および委員制度を設ける
　　１　年 1 会総会を開催する
　　２　委員は　委員長１　運営委員　若干名　編集委員　若干名　会計監査２
　　　　監事　若干名とし，総会で選出される
　　３　委員の任期は２年とする．ただし再選を妨げない
第６条　本会の経費は会費および寄付金によってこれを賄う
　　１　会員は会費を納入するものとする．ただし名誉会員はそのかぎりではない
　　２　会費は年額一律4,000円とする．ただし学生は2,000円とする
　　３　寄付金は一口10,000円として受け付ける
第７条　会員は会誌の配付をうけ本会の行う諸種の行事に参加することができる
第８条　５年以上の会費未納者は退会とみなす
第９条　本会の事務所は首都大学東京都市教養学部哲学事務室内に置く
第10条　本会規約の改正変更はすべて総会の決議による
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